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   学会発表 

演者・共同演者 

氏名 演題名 学会等名称 日時 開催場所 

宮田裕章 『ヘルスケアイノベー
ション』 - 新しい技
術と持続可能性の両
立 - 

 

APAC 講演 2019/4/9 東京 

宮田裕章 データ駆動型社会が実
現するヘルスケア新時
代 

日本眼科学会総会 
講演 

2019/4/19 東京 

宮田裕章 データ駆動型社会にお
けるヘルスケアの革命 

産官学シンポジウム 
医療科学研究所講演 

2019/5/18 東京 

宮田裕章 データヘルス、ICT改
革、AIが実現する次世
代ヘルスケア 

テクノロジーNEXT
2019 講演 

2019/5/28 東京 

宮田裕章 デジタル技術（高齢化
社会を踏まえて） 

「Insurance Forum
 2019」パネリスト 

2019/6/5 東京 

宮田裕章 データ駆動型社会にお
ける新たなヘルスケア 

第118回日本皮膚科
学会総会講演 

2019/6/8 愛知 

宮田裕章 百寿時代を支えるHeal
th and wellbeingの価
値の共創 

百寿社会の創造シン
ポジウム講演 

2019/6/15 神奈川 

宮田裕章 ビッグデータの活用と
ＡＩの今後 

静岡県国際経済振興
会定時総会講演 

2019/6/20 静岡 



宮田裕章 データベース研究によ
る医療進化－臨床と疫
学の融合－ 

日本臨床疫学会第3 
回年次学術集会共催
シンポジウム座長・
講演 

2019/9/28-29 福岡 

宮田裕章 Society 5.0時代の健
康と栄養 

第8 回「栄養とエイ
ジング」国際会議講
演 

2019/10/2 東京 

宮田裕章 ICT の変革が実現する
次世代ヘルスケア 

経団連・経済広報セ
ンター大阪講演 

2019/10/3 大阪 

宮田裕章 データサイエンスによ
るライフサイエンス産
業・京浜臨海部の挑戦 

BioJapan2019 京浜
臨海部ライフイノベ
ーション総合特区セ
ミナー講演・パネル
ディスカッション 

2019/10/11 神奈川 

宮田裕章 Society 5.0 における
新たなヘルスケア 

医療IT EXPO 講演 2019/10/23 千葉 

宮田裕章 データ駆動型社会にお
ける新しいヘルスケア 

第57 回日本癌治療
学会学術集会講演 

2019/10/24 福岡 

宮田裕章 Society 5.0時代のヘ
ルスケア 

第73 回日本臨床眼
科学会シンポジウム
講演 

2019/10/25 京都 

宮田裕章 Society 5.0 ＝ Re-
invent our Lives, 
Co-create Society by 
Shared Values 

デジタルトランスフ
ォーメーション（Ｄ
Ｘ）会議 講演 

2019/11/6 東京 

宮田裕章 ME-BYO×データ×社会
システム 

神奈川県未病サミッ
ト モデレーター 

 

2019/11/14 神奈川 

宮田裕章 DX(Digital 
Transformation)の先
にある未来社会のビジ
ョン 

慶應丸の内シティキ
ャンパス 定例講演
会『夕学五十講』講演 

2019/11/26 東京 

宮田裕章 イノベーションが変え
る地域医療 

医療産業イノベーシ
ョンフォーラム講演 

2019/12/3 東京 

宮田裕章 次世代ヘルスケアプラ
ットフォーム構築の実
現に向けて 

臨床薬理学会学会ラ
ンチョンセミナー 

2019/12/5 東京 



宮田裕章 DX の先にある新しい
社会とヘルスケア 

ヘルスケア IT2020 2020/1/28 東京 

西田 正人若松 高太郎,
 奥村  康弘 ,  八木  浩
一, 愛甲 丞, 山下 裕
玄, 野村 幸世, 瀬戸 
泰之 

cT4 局所進行食道癌に
対する食道切除の実際 

第 119 回日本外科学
会定期学術集会 

2019/4/18-20
19/4/20 

大阪 

佐藤 綾花, 坪井 裕見, 
大矢 真里子, 小西 孝
明, 森園 亜里紗, 尾辻 
和尊, 笹原 麻子, 石橋 
祐子, 菊池 弥寿子, 丹
羽 隆善, 西岡 琴江, 田
辺 真彦, 村上 善則, 瀬
戸 泰之 

デジタル PCR を用い
た 甲 状 腺 乳 頭 癌 の
ctDNA に お け る
BRAFV600E 遺伝子
変異の同定 

第 119 回日本外科学
会定期学術集会 2019/4/18-20

19/4/20 
大阪 

田辺 真彦, 丸山 玲緒, 
今井 祐記, 森園 亜里
紗, 大矢 真里子, 小西 
孝明, 佐藤 綾花, 尾辻 
和尊, 石橋 祐子, 菊池 
弥寿子, 西岡 琴江, 瀬
戸 泰之 

エストロゲン刺激依存
的乳癌発生の基盤とな
るエピゲノム変化の標
的となる遺伝子の探索 

第 119 回日本外科学
会定期学術集会 2019/4/18-20

19/4/20 
大阪 

愛甲 丞, 川崎 浩一郎, 
田邊 麻美, 大矢 周一
郎, 岩田 亮平, 奥村 康
弘, 西田 正人, 八木 浩
一, 山下 裕玄, 野村 幸
世, 瀬戸 泰之 

胃癌周術期におけるサ
ルコペニアと身体活動
量の変化 

第 119 回日本外科学
会定期学術集会 2019/4/18-20

19/4/20 
大阪 

奥村 康弘, 愛甲 丞, 竹
上 正之, 若松 高太郎, 
西田 正人, 八木 浩一, 
山下 裕玄, 野村 幸世, 
瀬戸 泰之 

当院における十二指腸
腫瘍に対する腹腔鏡内
視 鏡 合 同 手 術 (D-
LECS)の経験 

第 119 回日本外科学
会定期学術集会 2019/4/18-20

19/4/20 
大阪 

菅原 弘太郎, 岩井 美和
子, 稲生 靖, 山下 裕
玄, 瀬戸 泰之, 藤堂 具
紀 

がん治療用ウイルス
(G47Δ)と抗 CTLA-4
抗体の併用による食道
扁平上皮癌の新たな治
療戦略 

第 119 回日本外科学
会定期学術集会 2019/4/18-20

19/4/20 
大阪 

高橋 優輔, 大矢 真里
子, 菊池 弥寿子, 小西 
孝明, 尾辻 和尊, 石橋 
祐子, 佐藤 綾花, 丹羽 
隆善, 西岡 琴江, 田辺 
真彦, 瀬戸 泰之 

巨大な腫大腺を認めた
原発性副甲状腺機能亢
進症の 3例 

第 119 回日本外科学
会定期学術集会 2019/4/18-20

19/4/20 
大阪 

齊藤 日向子, 笹原 麻
子, 小西 孝明, 大矢 真
里子, 尾辻 和尊, 石橋 
祐子, 佐藤 綾花, 菊池 
弥寿子, 日向 宗利, 西
岡 琴江, 田辺 真彦, 瀬
戸 泰之 

主腫瘤の周囲に非連続
性の小病変を複数認め
た乳腺血管肉腫の一例 

第 119 回日本外科学
会定期学術集会 2019/4/18-20

19/4/20 
大阪 



八木 浩一, 愛甲 丞, 竹
上 正之, 奥村 康弘, 若
松 高太郎, 西田 正人, 
山下 裕玄, 野村 幸世, 
森 和彦, 瀬戸 泰之 

ロボット支援手術の現
況と展望 当科におけ
るロボット支援下縦隔
アプローチ食道癌根治
術の現況と展望 

第 119 回日本外科学
会定期学術集会 2019/4/18-20

19/4/20 
大阪 

瀬戸 泰之, 山下 裕玄 

食道胃接合部癌の外科
治療(郭清・再建) 食
道胃接合部癌の外科治
療 再建方法の標準化
を目指して 

第 119 回日本外科学
会定期学術集会 2019/4/18-20

19/4/20 
大阪 

山下 裕玄, 川崎 浩一
郎, 八木 浩一, 奥村 康
弘, 竹上 正之, 若松 高
太郎, 愛甲 丞, 西田 正
人, 野村 幸世, 長谷川 
潔, 瀬戸 泰之 

各臓器癌の肝転移に対
す る 手 術 的 治 療
(Conversion を含む ) 
胃癌からの肝転移に対
す る 転 換 手 術
(Conversion surgery 
for liver metastasis 
from gastric 
cancer)(英語) 

第 119 回日本外科学
会定期学術集会 2019/4/18-20

19/4/20 
大阪 

八木 浩一, 西田 正人, 
奥村 康弘, 若松 高太
朗, 愛甲 丞, 山下 裕
玄, 野村 幸世, 森 和
彦, 瀬戸 泰之 

高齢者に対する食道亜
全摘術の短期治療成績
の検討 

第 73 回日本食道学
会学術集会 2019/6/6-201

9/6/7 
福岡 

森 和彦, 久保 賢太郎, 
田中 佑典, 河野 義春, 
南村 圭亮, 平田 泰, 小
林 隆, 三ツ井 崇司, 愛
甲 丞, 瀬戸 泰之 

頸部縦隔鏡による食道
癌手術の定型手順の提
案 

第 73 回日本食道学
会学術集会 2019/6/6-201

9/6/7 
福岡 

西田 正人, 菅原 孝太
郎, 若松 高太郎, 奥村 
康弘, 八木 浩一, 愛甲 
丞, 山下 裕玄, 野村 幸
世, 瀬戸 泰之 

cT4 局所進行食道癌に
対する救済手術 

第 73 回日本食道学
会学術集会 2019/6/6-201

9/6/7 
福岡 

愛甲 丞, 八木 浩一, 西
田 正人, 奥村 康弘, 若
松 高太朗, 竹上 正之, 
森 和彦, 山下 裕玄, 瀬
戸 泰之 

食道癌に対するロボッ
ト支援手術の現状と課
題～年間の経験にもと
づいて～ 当科におけ
るロボット支援下経縦
隔食道癌手術の現況 

第 73 回日本食道学
会学術集会 2019/6/6-201

9/6/7 
福岡 

小川 雅子, 中根 康介, 
安西 紘幸, 菊池 弥寿
子, 安田 幸嗣, 森 和
彦, 瀬戸 泰之, 前田 守 

高難度手術チームの立
ち上げ方 当院におけ
る非開胸 縦隔鏡下食
道切除術の導入 

第 44 回日本外科系
連合学会学術集会 2019/6/19-20

19/6/21 
石川 

山下 裕玄, 八木 浩一, 
奥村 康弘, 竹上 正之, 
若松 高太郎, 愛甲 丞, 
西田 正人, 野村 幸世, 
長谷川 潔, 瀬戸 泰之 

【胃】切除不能胃癌に
対 す る Conversion 
Surgery の現状 胃癌
肝 転 移 に 対 す る
Conversion Surgery
について 

第 74 回日本消化器
外科学会総会 2019/7/7-201

9/7/9 
東京 
 



菅原 弘太郎, 愛甲 丞, 
西田 正人, 八木 浩一, 
奥村 康弘, 山下 祐玄, 
野村 幸世, 瀬戸 泰之 

高齢者胃癌根治切除症
例における術前術後の
prognostic 
nutritional indexが長
期予後に与える影響 

第 74 回日本消化器
外科学会総会 2019/7/7-201

9/7/9 
東京 
 

板本 孝太、山下 裕玄, 
奥村 康弘, 若松 高太
郎, 竹上 正之, 西田 
正人, 八木 浩一, 愛甲 
丞, 野村 幸世, 瀬戸 
泰之 

当科における腹腔鏡補
助下幽門保存胃切除の
安全性、長期成績の検
討 

第 74 回日本消化器
外科学会総会 2019/7/7-201

9/7/9 
東京 
 

奥村 康弘, 竹上 正之, 
若松 高太郎, 西田 正
人, 八木 浩一, 愛甲 
丞, 山下 裕玄, 野村 
幸世, 瀬戸 泰之 

胃切除後もしくは同時
胃切除症例における食
道亜全摘後遊離空腸二
期再建 

第 74 回日本消化器
外科学会総会 2019/7/7-201

9/7/9 
東京 
 

淺岡 礼人, 山下 裕玄, 
若松 高太郎, 竹上 正
之, 奥村 康弘, 西田 
正人, 八木 浩一, 愛甲 
丞, 野村 幸世, 瀬戸 
泰之 

洗浄腹水の Tumor 
Leukocyte 
Ratio(TLR) を用いた
胃癌腹膜播種再発の予
測 

第 74 回日本消化器
外科学会総会 2019/7/7-201

9/7/9 
東京 
 

野村 幸世, 分田 貴子, 
若松 高太郎, 竹上 正
之, 奥村 康弘, 西田 
正人, 八木 浩一, 愛甲 
丞, 山下 裕玄, 瀬戸 
泰之 

がん治療と就労の実態 
当院がん相談支援セン
ターにおけるがん治療
と就労に関する相談の
実態 

第 74 回日本消化器
外科学会総会 2019/7/7-201

9/7/9 
東京 
 

瀬戸 泰之 日本消化器外科学会 
あらたな半世紀に向け
て 

第 74 回日本消化器
外科学会総会 2019/7/7-201

9/7/9 
東京 
 

小西 孝明, 石田 純一, 
田辺 真彦, 林 香菜子, 
大矢 真里子, 尾辻 和
尊, 佐藤 綾花, 丹羽 隆
善, 西岡 琴江, 赤澤 
宏, 小室 一成, 瀬戸 泰
之 

乳がん症例におけるが
ん治療関連心血管合併
症に対する循環器内科
との連携診療体制の検
討 

第 27 回日本乳癌学
会学術総会 2019/7/11-20

19/7/13 
東京 
 

笹原 麻子, 田辺 真彦, 
林 香菜子, 小西 孝明, 
大矢 真里子, 崎山 香
奈, 森園 亜里紗, 原田 
真悠水, 尾辻 和尊, 石
橋 祐子, 佐藤 綾花, 菊
池 弥寿子, 丹羽 隆善, 
日向 宗利, 西岡 琴江, 
瀬戸 泰之 

多発性原発性乳腺血管
肉腫の一例 

第 27 回日本乳癌学
会学術総会 2019/7/11-20

19/7/13 
東京 
 



丹羽 隆善, 林 香菜子, 
大矢 真理子, 小西 孝
明, 佐藤 綾花, 尾辻 和
尊, 石橋 祐子, 菊池 弥
寿子, 西岡 琴江, 池村 
雅子, 田辺 真彦, 多田 
敬一郎, 瀬戸 泰之 

当院で施行されている
Luminal B like乳癌の
治療 

第 27 回日本乳癌学
会学術総会 2019/7/11-20

19/7/13 
東京 
 

佐藤 綾花, 田辺 真彦, 
坪井 裕見, 林 香菜子, 
大矢 真里子, 小西 孝
明, 森園 亜里紗, 尾辻 
和尊, 石橋 祐子, 笹原 
麻子, 菊池 弥寿子, 池
村 雅子, 丹羽 隆善, 西
岡 琴江, 多田 敬一郎, 
村上 善則, 瀬戸 泰之 

早期乳癌患者の ctDNA
における PIK3CA 遺伝子
変異の検出と予後につ
いての検討 

第 27 回日本乳癌学
会学術総会 2019/7/11-20

19/7/13 
東京 
 

森園 亜里紗, 田辺 真
彦, 林 香菜子, 大矢 真
里子, 小西 孝明, 崎山 
香奈, 原田 真悠水, 尾
辻 和尊, 笹原 麻子, 佐
藤 綾花, 丹羽 隆善, 西
岡 琴江, 池村 雅子, 瀬
戸 泰之 

乳癌組織の形態学的ス
コアによる BRCA1 遺伝
子プロモーター領域
DNA メチル化の予測 

第 27 回日本乳癌学
会学術総会 2019/7/11-20

19/7/13 
東京 
 

大矢 真里子, 佐藤 綾
花, 田辺 真彦, 尾辻 和
尊, 林 香菜子, 小西 孝
明, 石橋 祐子, 笹原 麻
子, 菊池 弥寿子, 丹羽 
隆善, 西岡 琴江, 瀬戸 
泰之 

当院における dose-
dense AC 療法施行例の
呼吸器関連有害事象に
ついての検討と予防的
取り組み 

第 27 回日本乳癌学
会学術総会 2019/7/11-20

19/7/13 
東京 
 

西岡 琴江, 林 香菜子, 
大矢 真里子, 小西 孝
明, 尾辻 和尊, 笹原 麻
子, 佐藤 綾花, 丹羽 隆
善, 田辺 真彦, 瀬戸 泰
之 

当院における CDK4/6阻
害薬投与の現状 

第 27 回日本乳癌学
会学術総会 2019/7/11-20

19/7/13 
東京 
 

尾辻 和尊, 佐々木 毅, 
林 香菜子, 大矢 真里
子, 小西 孝明, 佐藤 綾
花, 丹羽 隆善, 西岡 琴
江, 田辺 真彦, 瀬戸 泰
之 

Droplet digital PCRに
よる乳腺線維腺腫・葉状
腫瘍における TERT プロ
モータ領域変異の検出 

第 27 回日本乳癌学
会学術総会 2019/7/11-20

19/7/13 
東京 
 

原田 真悠水, 森川 真
大, 田辺 真彦, 西岡 琴
江, 丹羽 隆善, 佐藤 綾
花, 尾辻 和尊, 森園 亜
里紗, 崎山 香奈, 大矢 
真里子, 小西 孝明, 林 
香菜子, 倉林 理恵, 山
村 純子, 鯉沼 代造, 宮
園 浩平, 瀬戸 泰之 

ホルモン受容体陽性乳
が ん に お け る
Palbociclib の
Activin-SMAD シグナル
への影響 

第 27 回日本乳癌学
会学術総会 2019/7/11-20

19/7/13 
東京 
 



林 香菜子, 田辺 真彦, 
大矢 真里子, 小西 孝
明, 尾辻 和尊, 石橋 祐
子, 笹原 麻子, 佐藤 綾
花, 菊池 弥寿子, 西岡 
琴江, 丹羽 隆善, 多田 
敬一郎, 瀬戸 泰之 

若手研究者としてのデ
ビュー 当院における
Oncotype DX実施 7例の
検討 

第 27 回日本乳癌学
会学術総会 2019/7/11-20

19/7/13 
東京 
 

田辺 真彦, 西岡 琴江, 
佐藤 綾花, 尾辻 和尊, 
小西 孝明, 大矢 真里
子, 林 香菜子, 原田 真
悠水, 森園 亜里紗, 崎
山 香奈, 丹羽 隆善, 瀬
戸 泰之 

Curing Metastatic 
Breast Cancer～乳がん
治療のパラダイムシフ
ト 転移再発乳癌のバ
イオロジーに基づく治
療戦略と根治の可能性 

第 27 回日本乳癌学
会学術総会 2019/7/11-20

19/7/13 
東京 
 

瀬戸 泰之, 小野山 温
那, 坂本 啓, 辻 陽介, 
浦野 泰照 

消化器外科領域に応用
可能な分子レベルの技
術開発 食道扁平上皮
癌診療における蛍光イ
メ ー ジ ン グ の 活 用
(Molecular Technology 
Development for 
Gastroenterological 
Diseases Application 
of fluorescence probe 
targeting DPP-IV in 
the treatment of 
esophageal squamous 
cell carcinoma) 

第 78 回日本癌学会
学術総会 2019/9/26-20

19/9/28 
京都 
 

菅原 弘太郎, 岩井 美和
子, 瀬戸 泰之, 藤堂 具
紀 

食道扁平上皮癌に対す
る新たな治療戦略 癌
治療用ヘルペスウイル
ス G47Δと抗 CTLA-4 抗
体 の 併 用 (Rational 
treatment strategy 
comprising oncolytic 
HSV-(G47Δ) and CTLA-
4 blockade for 
esophageal squamous 
cell carcinoma) 

第 78 回日本癌学会
学術総会 2019/9/26-20

19/9/28 
京都 
 

安川 佳美, 服部 奈緒
子, 飯田 直子, 前田 将
宏, 瀬戸 泰之, 牛島 俊
和 

びまん型胃がんのがん
関連線維芽細胞におい
て高発現である遺伝子
SAA1 の 同 定
(Identification of 
SAA1 as a gene highly 
expressed in cancer-
associated 
fibroblasts in 
diffuse-type gastric 
cancer) 

第 78 回日本癌学会
学術総会 2019/9/26-20

19/9/28 
京都 
 

野村 幸世、保田 智彦, 
Hyun Seok Lee, 村山 琮
明, 吉田 寛, 加藤 洋
人, 瀬戸 泰之, Seong W
oo Jeon, 石川 俊平, 中
村 正彦 

非ピロリヘリコバクタ
ー（NHPH）単独感染がヒ
ト胃癌を惹起する 

第 57 回日本癌治療
学会学術集会 2019/10/24-2

019/10/26 
福岡 
 



丹羽 隆善、鈴木 雄介, 
宮治 美穂, 原田 真悠
水, 佐藤 綾花, 尾辻 和
尊, 菊池 弥寿子, 西岡 
琴江, 田辺 真彦, 瀬戸 
泰之 

転移再発乳癌治療にお
ける早期ラインでのエ
リブリンの治療効果 

第 57 回日本癌治療
学会学術集会 2019/10/24-2

019/10/26 
福岡 
 

山下 裕玄、佐藤 靖祥, 
八木 浩一, 小野山 温
那, 奥村 康弘, 平野 康
介, 若松 高太郎, 愛甲 
丞, 野村 幸世, 瀬戸 泰
之 

進行再発胃癌に対する
Nivolumab の効果 主た
る標的部位別の検討か
ら 

第 57 回日本癌治療
学会学術集会 2019/10/24-2

019/10/26 
福岡 
 

尾辻 和尊、鈴木 雄介, 
林 香菜子, 宮治 美穂, 
原田 真悠水, 佐藤 綾
花, 丹羽 隆善, 西岡 琴
江, 田辺 真彦, 瀬戸 泰
之 

ペルツズマブ初回投与
時のinfusion reaction
のリスク因子の検討 

第 57 回日本癌治療
学会学術集会 2019/10/24-2

019/10/26 
福岡 
 

小野山温那、奥村 康弘、
平野 康介、若松 高太郎、
八木 浩一、愛甲 丞、山
下 裕玄、野村 幸世、瀬
戸 泰之 

噴門直下の胃 GISTに対
する NEWSの手術成績と
手術手技の工夫 

第 49回胃外科・術後
障害研究会 2019/10/31-2

019/11/1 
鹿児島 

谷本 彩、奥村 康弘、小
野山温那、平野 康介、若
松 高太郎、八木 浩一、
愛甲 丞、山下 裕玄、野
村 幸世、瀬戸 泰之. 

出血を伴う高齢者の胃
癌に対し腹腔鏡内視鏡
合同手術（LECS）を行っ
た一例. 

第 49回胃外科・術後
障害研究会 2019/10/31-2

019/11/1 
鹿児島 

奥村 康弘、小野山温那、
平野 康介、若松 高太郎、
八木 浩一、愛甲 丞、山
下 裕玄、野村 幸世、瀬
戸 泰之. 

噴門側胃切除後の体重
減少に関する因子の検
討. 

第 49回胃外科・術後
障害研究会 2019/10/31-2

019/11/1 
鹿児島 

鳥海 哲郎、山下 裕玄、
奥村 康弘、小野山温那、
平野 康介、若松 高太郎、
八木 浩一、愛甲 丞、野
村 幸世、瀬戸 泰之. 

噴門側胃切除後の再建
による術後 COLの違い. 

第 49回胃外科・術後
障害研究会 2019/10/31-2

019/11/1 
鹿児島 

瀬戸 泰之, 愛甲 丞, 八
木 浩一, 奥村 康弘, 山
下 裕玄, 山形 幸徳, 森
 和彦. 

胸部科領域におけるロ
ボット支援手術の位置
づけ 食道癌手術にお
けるロボット支援手術
の位置づけ. 

第 81 回日本臨床外
科学会総会 2019/11/14-2

019/11/16 
高知 

瀬戸 泰之. 

Professional Surgeon
を目指して 若き臨床
外科医たちへの提言 
食道. 

第 81 回日本臨床外
科学会総会 2019/11/14-2

019/11/16 
高知 



瀬戸 泰之, 愛甲 丞, 八
木 浩一, 山下 裕玄, 森
 和彦. 

気管食道領域における
ロボット支援手術の最
近の進歩 食道癌に対
するロボット支援手術 
Update. 

第 71 回日本気管食
道科学会総会 2019/11/28-2

019/11/29 
栃木 

東園 和哉, 深柄 和彦, 
高山 はるか, 高橋 一
哉, ワトキンス 彩子, 
野口 みどり, 村越 智, 
瀬戸 泰之. 

外科感染症とサルコペ
ニア・運動療法 侵襲前
運動療法が生体の炎症
反応に及ぼす影響 マ
ウス腸管虚血再灌流傷
害モデルでの検討. 

第 32 回日本外科感
染症学会総会学術集
会 

2019/11/29-2
019/11/30 

岐阜 
 

愛甲 丞、瀬戸 泰之. 

NAC 後食道癌症例に対
するロボット支援下縦
隔アプローチ食道癌根
治術. 

第 32 回日本内視鏡
外科学会総会 2019/12/5-20

19/12/7 
神奈川 

八木 浩一、瀬戸 泰之. 

当科における食道癌に
対する頸部縦隔鏡によ
る気縦隔下上縦隔郭清
の手術成績. 

第 32 回日本内視鏡
外科学会総会 2019/12/5-20

19/12/7 
神奈川 

鳥海 哲郎、瀬戸 泰之. 

幽門側胃切除後の開腹
手術と腹腔鏡手術にお
ける体組成変化と筋力
の比 

第 32 回日本内視鏡
外科学会総会 2019/12/5-20

19/12/7 
神奈川 

Yasuhide Kofunato, 
Shigeru Marubashi, 
Hiroaki Miyata, Clif
ford Y Ko, Mark Co
hen, Yoshihiro Kake
ji, Yasuyuki Seto,  
Mitsukazu Gotoh. 

Collaborative 
Projects of NCD and 
American College of 
Surgeons National 
Surgical Quality 
Improvement 
Program (ACS 
NSQIP) for Quality 
Improvement in the 
Field of 
Gastroenterological 
Surgery. 

ACS QUALITY 
and SAFETY 
CONFERENCE 

2019/7/19-2
019/7/22 

Washington
 DC 

小船戸康英 ,  丸橋 
繁, 宮田裕章, Ko Clif
ford, 掛地吉弘, 瀬戸
泰之, 後藤満一. 

Collaborative 
projects of NCD and 
NSQIP for quality 
improvement of 
gastroenterological 
surgery. 

第119回日本外科学
会定期学術集会 2019/4/18-2

019/4/20 
大阪 

Yasuhide Kofunato, 
Shigeru Marubashi, 
Hiroaki Miyata, Yos
hihiro Kakeji, Yasuy
uki Seto, Mitsukazu
 Gotoh. 

Study of morbidity 
and mortality in 
pancreaticoduodene
ctomy: Collaborative 
projects of NCD and 
NSQIP.  

第 74 回日本消化器
外科学会総会 2019/7/17-2

019/7/19 
東京 



掛地 吉弘、宮田 裕
章、瀬戸 泰之. 

NCDを活用した消化器
外科診療. 

第 57 回日本癌治療学
会学術集会 2019/10/24-2

09/10/26 
福岡 

本村 昇. 講演：NCD講演「日本
泌尿器科学会における
NCD 運営の現状と課
題」 3）心臓外科領域
での NCD への取り組
みについて. 

第 107 回日本泌尿器
科学会総会 2019/4/18 愛知 

藺藤 佑哉、齋藤 綾、
本村 昇. 

冠動脈バイパス術後の
CAVI(Cardio Ankle 
Vascular Index) によ
る血管機能評価. 

第 24 回日本冠動脈
外科学会学術大会 2019/7/12 

 
石川 
 

本村 昇. 教 育 講 演 ：
NCD/JCVSD を用い
た外科内科の連携. 

第 67 回日本心臓病
学会学術集会 2019/9/13 愛知 

 

藺藤 佑哉、齋藤 綾、
本村 昇. 

大動脈弁（狭窄症例）
置換術後の血管機能の
経 時 変 化 は
EOAI(effective orifice 
area index)に依存す
る. 

第 72 回日本胸部外
科学会定期学術集会 2019/11/1 京都 

 

Noboru Motomura, A
ya Saito, Yuya Ito. 

Long-term Vascular 
Function, Following 
Aortic Valve 
Replacement For 
Stenosis, Vitally 
Changes In 
Conjunction With 
Effective Orifice Area 
Index. 

AHA2019. 
 

2019/11/11 Pennsylvani
a 

岡本 高宏. 甲状腺癌診療ガイドラ
インのエビデンスをみ
る（教育講演）. 

第 62 回日本甲状腺学
会学術集会. 2019/10/10-1

2. 
群馬 

岡本 高宏. 甲状腺癌に対する標準
的治療方針（適塾セミナ
ー）. 

第119回日本外科学会
定期学術集会. 

2019/4/18-20 大阪 

岡本 高宏、小野田 尚佳、
伊藤 康弘. 

甲状腺腫瘍診療ガイド
ライン：診療ガイドライ
ンの課題と未来（ワーク
ショップ）. 

第119回日本外科学会
定期学術集会. 

2019/4/18-20 大阪 

高橋新. 大規模臨床データベー
スを用いた 地域医療連
携体制の評価に関する
研究. 

第78回日本公衆衛生
学会総会. 

2019/10/23-2
5 

高知 

高橋新. 診療情報管理士の関与
による大規模臨床デー
タベースの診断情報精
度向上について. 

第45回日本診療情報
管理学会学術大会. 

2019/9/19-20 大阪 

 



  
   

 


